
































































































1年 22.2 9.5 31.0 21.2 12.4 3.7
2年 30.8 11.2 29.1 17.6 7.8 3.5
3年 31.5 12.1 28.9 20.3 4.8 3.7
女子
1年 45.7 17.0 21.3 7.7 6.3 2.0
2年 40.2 21.9 17.7 8.7 7.8 3.7




程志願者である男女間の総合得点における平均点は 800点満点中 40点の差があった 8。
この調査は 1957（昭和 32）年にも実施され，試験科目として英語が加わっている。全日制普通課


























































募集数：男 募集数：女 志願者数：男 倍率 志願者数：女 倍率
男＞女
（29校）
 6,860  2,990 12,375  1.8  5,280 1.77
男＝女
（22校）
 2,200  2,200  4,833 2.22  5,473 2.49
男＜女
（28校）
 2,995  5,805  5,164 1.72  9,497 1.65














表 3，表 4に具体的な定員数と割合を掲載している。上記の措置により，1972（昭和 47）年度ま
表 3　旧制中学校を前身とする都立高等学校の男女別入学定員比






























































1967（昭和 42）年度～ 1974（昭和 48）年度　（第一学年・一次募集）

















































女子トイレや更衣室などを増築する余裕がない」25と述べ，1964（昭和 39）年～ 1979（昭和 54）年














えないものであった 29。そのため，昭和 30年代から 40年代にかけての増加した生徒数の多くを，
都内の私立高等学校の学級増・学級定員増といった収容力増加に頼るかたちでこの時期を乗り切っ
ている。1961（昭和 36）年から 1964（昭和 39）年の間，私学には，東京都から「高校生徒急増対策
補助」の助成金が支給されている 30。
















































公立男子生徒数 42,403 53,867  62,322  90,119  81,067  92,300  99,758 113,754 113,096
公立女子生徒数 30,768 38,986  44,469  64,626  68,849  76,470  94,882 106,089 104,586
私立男子生徒数 37,171 59,556 108,946 168,525 111,180 120,377 121,649 124,620 123,370













































































































































































この方式を採用する学校は，2013（平成 25）年度入試においては 38校となっている 45。
表 7　グループ・学区別男女別入学定員数 1990（平成 2）年度
（第一学年・一次募集）43
　 男子定員数（％）女子定員数（％） 　 男子定員数（％）女子定員数（％）
11グループ 934 （55.1％） 761 （44.9％） 61グループ 1,291 （53.4％） 1,125 （46.6％）
12グループ 1,753 （53.7％） 1,514 （46.3％） 62グループ 1,715 （51.5％） 1,612 （48.5％）
第 1学区　計 2,687 （54.2％） 2,275 （45.8％） 第 6学区　計 3,006 （52.3％） 2,737 （47.7％）
21グループ 1,315 （55.5％） 1,056 （44.5％） 71グループ 1,866 （51.3％） 1,774 （48.7％）
22グループ 1,365 （52.6％） 1,231 （47.4％） 72グループ 1,214 （51.2％） 1,159 （48.8％）
第 2学区　計 2,680 （54.0％） 2,287 （46.0％） 第 7学区　計 3,080 （51.2％） 2,933 （48.8％）
31グループ 1,601 （52.6％） 1,443 （47.4％） 81グループ 1,735 （51.7％） 1,622 （48.3％）
32グループ 1,381 （52.3％） 1,260 （47.7％） 82グループ 992 （50.4％） 977 （49.6％）
第 3学区　計 2,982 （52.5％） 2,703 （47.5％） 第 8学区　計 2,727 （51.2％） 2,599 （48.8％）
41グループ 1,322 （52.4％） 1,199 （47.6％） 91グループ 1,283 （52.1％） 1,178 （47.9％）
42グループ 1,222 （52.5％） 1,106 （47.5％） 92グループ 1,509 （51.9％） 1,400 （48.1％）
第 4学区　計 2,544 （52.5％） 2,305 （47.5％） 　 第 9学区　計 2,792 （52.0％） 2,578 （48.0％）
51グループ 1,034 （52.6％） 932 （47.4％） 101グループ 922 （51.5％） 868 （48.5％）
52グループ 1,274 （52.1％） 1,172 （47.9％） 102グループ 1,562 （52.8％） 1,394 （47.2％）






































 3 小山静子『戦後教育のジェンダー秩序』勁草書房（2009）pp. 1–48 / pp. 49–90
 4 都立高等学校職業科・定時制普通科については，新制高等学校発足当初より男女合同定員制による募集がなさ
れた。
 5 「新制高等学校実施の手引き」（文部省学校教育局，1947年 12月 27日）pp. 7–8＜『教育基本法問題文献資料集成Ⅱ』
日本図書センター（2007）所収＞
 6 東京都教育庁総務部『東京都の教育（昭和 27年版）』（1953）p. 60
 7 『百年史』東京都立白鷗高等学校（1989）p. 104
 8 東京都教育委員会編『東京都学力検査に関する調査』昭和 29年度 東京都教育庁総務部調査課　p. 21
 9 東京都教育委員会編『高等学校入学選抜状況調査』昭和 32年度 東京都教育庁総務部調査課　p. 64
 10 同前 p. 60
 11 東京都教育庁調査課『教育じほう』102号 pp. 70–74，103号 pp. 74–77，104号 pp. 78–81（1956）
 12 『朝日新聞』1953（昭和 28）年 12月 6日　朝刊／東京版　p. 3
 13 各年度の文部省編「学校基本調査報告書」による。
 14 都立学校制度調査会答申書『都立学校制度調査会答申書』（1957）p. 20
 15 同前 p. 20
 16 一橋，城南，赤坂，千歳丘，松原，玉川，杉並，井草，城北，板橋，志村，日本橋，紅葉川，足立，町田，五日市，
神代，昭和，三鷹，北多摩，大島，八丈の 22校
 17 『東京の私学 60年の歩み』東京私立中学高等学校協会（2006）p. 144, pp. 162–165等を参照した。
	18 「行動する女」（行動する女たちの会，ニュース）1988，10月号他
 19 東京都立八潮高等学校『50年のあゆみ』東京都立八潮高校創立 50周年記念事業実行委員会（1969）p. 118
 20 同前 p. 118
 21 前掲『慕いて集える』p. 225
 22 後期中等教育調査研究会 『都立高校における定員の調査研究について（答申）』（1969）p. 17
 23 同前 p. 18
 24 高校教育調査研究会（都立学校整備委員会）編『都立高校における今後の生徒収容方策について』（1973）p. 92
 25 『朝日新聞』1981（昭和 56）年 12月 18日東京版 p. 19
 26 学級定員数・学級数については増減している。
 27 前掲『朝日新聞』1981（昭和 56）年 12月 18日東京版 p. 19
 28 各都立高等学校，学校要覧による。
	29 東京都立教育研究所編『戦後東京都教育史』上巻（1972）p. 241
 30 東京私立中学高等学校協会編『東京の私学 40年のあゆみ』東京私立中学高等学校協会（1987）pp. 502–503
 31 東京私立中学高等学校協会編 『高校生の迫りくる急減をふまえた第 2次急増』東京私立中学高等学校協会収容対策
特別委員会（1984）p. 23
 32 東京の私立中学高等学校協会『東京の私学 60年の歩み』（2006）p. 163
 33 前掲『東京の私学 40年のあゆみ』p. 155
 34 前掲『高校生の迫りくる急減をふまえた第 2次急増』p. 62
 35 同前 p. 63
 36 同前 p. 65
 37 『朝日新聞』1979年 2月 9日（夕刊）p. 8
 38 東京都生活文化局婦人青少年部婦人計画課『婦人問題解決のための東京都行動計画』東京都（1978）p. 29
 39 「昭和 62年 _第 2回定例会（第 9号）」『東京都議会本会議会議録』1987.07.03（http://asp.  db-search.com/tokyo/ 
2013.11.07閲覧）




 43 同前　1990（平成 2）年度における通学区・グループについては，下記となる。○は旧制府立・東京市立中学校，
◎は旧制府立・東京市立高等女学校である。旧制中学校・高等女学校は偏在していたため，男女別入学定員比の学
区間格差に影響を及ぼしていたことが考えられる。
  第 1学区（千代田・港・品川・大田）
  第 11グループ：一橋，○日比谷，○九段，◎三田，赤坂，○城南
  第 12グループ：◎大崎，◎八潮，○小山台，雪谷，○大森，田園調布，南，蒲田，大森東
  第 2学区（新宿・目黒・世田谷・渋谷）
  第 21グループ：○戸山，◎駒場，◎目黒，都立大付，○新宿，○青山，広尾
  第 22グループ：松原，◎桜町，○千歳，明正，◎千歳丘，玉川，深沢
  第 3学区（中野・杉並・練馬）
  第 31グループ：鷺宮，◎富士，○武蔵丘，荻窪，○西，○豊多摩，杉並，永福
  第 32グループ：○石神井，◎井草，○大泉，練馬，光丘，大泉北，大泉学園
  第 4学区（文京・豊島・北・板橋）
  第 41グループ：◎竹早，向丘，○小石川，◎豊島，○文京，◎城北
  第 42グループ：○北園，板橋，◎北野，志村，大山，高島
  第 5学区（中央・台東・荒川・足立）
  第 51グループ：京橋，紅葉川・中央校舎，○日本橋，◎白鷗，◎忍岡，○上野，◎竹台
  第 52グループ：足立，○江北，淵江，足立西，足立東，青井，足立新田
  第 6学区（墨田・江東・葛飾・江戸川）
  第 61グループ：○両国，○墨田川，墨田川・堤校舎，本所，○葛飾野，◎南葛飾，水元
  第 62グループ：◎深川，東，城東，◎小松川，○江戸川，小岩，葛西南，篠崎，紅葉川
  第 7学区（八王子・町田・日野）
  第 71グループ：◎南多摩，富士森，片倉，八王子東，八王子北，館，松が谷，日野，日野台，南平
  第 72グループ：町田，忠生，野津田，成瀬，小川，山崎
  第 8学区（立川・青梅・昭島・福生・東大和・武蔵村山・秋川・羽村・瑞穂・日の出・五日市・桧原・奥多摩）
  第 81グループ：○立川，北多摩，砂川，昭和，拝島，東大和，東大和南，武蔵村山，武蔵村山東
  第 82グループ：◎多摩，青梅東，福生，秋留台，羽村，五日市
  第 9学区（武蔵野・小金井・小平・東村山・国分寺・田無・保谷・清瀬・東久留米）
  第 91グループ：◎武蔵，武蔵野北，小金井北，田無，保谷，久留米・久留米西
  第 92グループ：小平，小平西，小平南，東村山，東村山西，国分寺，清瀬，清瀬東
  第 10学区（三鷹・府中・調布・国立・狛江・多摩・稲城）
  第 101グループ：三鷹，◎神代，調布北，調布南，狛江
  第 102グループ：府中，府中東，府中西，○国立，永山，南野，稲城
 44 『都立高校と生徒の未来を考えるために』東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課（2011）p. 8
 45 『朝日新聞』2012（平成 24）年 10月 12日 東京版（朝刊）p. 25
